
第２回 「オンライン交流会」を開催して 

オンライン交流会準備委員会 

                            （研究調査委員会・研修委員会） 

 

コロナ感染拡大からちょうど３年。コロナ禍がもたらしたものは、社会全体に及ぶことから個人生活

の細部にいたるまで多岐に渡り、学会員同士がつながる場も制限を受けざるを得ませんでしたが、同時

に、遠くからでもリモートでつながる良さを実感することにもなりました。そのようなことから、学会

員が自由に発言しあい、学びあえる場を「オンライン交流会」として提供し、学会員全体にもその様子

を共有することを目的に、３月 12日（日）の 13時 30分から、「第２回 ピア・サポート・オンライン

交流会」を開催しました。 

小・中学校、高等学校、特別支援学校、大学等の教員はもちろんのこと、スクール・カウンセラーや

医療関係者など、さまざまな職種の方 39 名が参加し、２回の分散会では 10グループに分かれ、ファシ

リテーターの進行で、以下のテーマについてフランクな話し合いが行われました。 

 

【テーマ１】「３年間に及ぶコロナ禍の下での子ども、保護者、職場（教職員）の状況」 

コロナ禍で、「人との距離感が難しく、マスクで表情がよくわからず、人間関係を円滑に取ることがで

きず、苦労が多かったように感じていた」「困っていることを人に言えない児童・生徒や保護者が増え

た」という意見や、「オンラインへの移行に進んだのが利点な一方、引きこもりになってしまう人が増加

傾向であることを初めて知った」「始まったときは集団の対応だったが、今はより個別な深刻な問題か

もしれない」「子ども、保護者以上に、実は教職員の状況が一番危うかったのではないかと感じた」など

の現状を語り合いました。だからこそ、「ピア・サポートの考え方がさまざまに活かされる場面が増えて

きていると思う」「先生方にピア・サポートの教育的価値をもっと知ってもらいたい」という願いが共有

されました。 

【テーマ２】「その中での実践課題、ピア・サポート活動の実践、実践のための工夫の交流」 

「ピア・サポートのことを知らない教育現場の先生が多すぎるので、広める活動がとても大切」とい

う意見や、ピア・サポートの大切さはわかってはいるものの、「1人の教員がピアの実践をしても汎化す

ることが難しい」と感じている参加者も少なくありませんでした。しかし、実践を聞き合う中で、「コロ

ナ禍でも、学校の地道な実践で救われた子どもの話を聞けた」「地域支援、他校種交流、縦割り交流の情

熱溢れる実践を学ぶことができた」ことにより、「みなさんの実践をヒントに、今後の自分自身の活動に

活かしていきたい」「ピア・サポートの実践を取り入れること

により時間はかかっても結果が出てくる」「校内にピア・サポ

ートを導入するためのノウハウについて、参考になる話しが

聞けた」と、前向きな気持ちになったようでした。 

全体会では、それぞれの分散会で交わされた意見の交流を

行いました。 

 

◇ 交流会を終えて 

交流会後のアンケートでは、「このような交流会を催してい

ただき感謝しています」とのお声をたくさんいただきました。

また、「ピア・サポートの広がりと今後の可能性を感じること

ができました」「皆さんも頑張っていることがわかるととても

励まされます」「この場が、本学会の思いやりの発信基地、プ

ラットホーム」という感想にあるように、とても温かで実りあ

る交流会となりました。            

交流した具体的実践については、今後、研究大会や報告書で

共有していきたいと思います。 
 


